



























な罪障の問題を焦点化した戯曲『ほらまた歌っている――レクイエムの試み』Nun singen sie wie-












































































『アトランティス――国・民族・旅』Atlantis. Länder, Völker, Reisen の１１月号と１２月号に『ある兵





に掲載された１９３５年８月の軍事再訓練の体験記、『ある兵士の日記』Tagebuch eines Soldaten であ
る６。後続テクストは、１９４０年の春から秋にかけて実施された再招集の際の日記である。これは
『続・背嚢からの紙片』Blätter aus dem Brotsack: Neue Folge というタイトルで同じく NZZに連載
された。
伝記的な叙述以外で、フリッシュの従軍日記に紙幅を割いて検討しているのはダニエル・ド・
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